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１．研究計画の概要 
	
 一次元スピンパイエルス‐反強磁性量子
臨界近傍相，質量ゼロのディラック粒子系，
導電性ヘリカルナノチューブなど特異な電
子構造を持つ分子性固体に着目し，熱平衡条
件下ならびに電場および磁場印加・光応答条
件下におけるスピンダイナミックス研究を
行っている。軽元素で構成される分子性物質
はスピン軌道相互作用が小さく，加えて一次
元電子系やディラックコーン型エネルギー
分散を持つ系では，スピン緩和が著しく抑制
されるものと期待できる。スピン輸送･高移
動度・太陽電池･量子コンピューティングデ
バイス材料への適用を念頭に置きながら，非
接触でかつ微視的な分光法である磁気共鳴
法（電子スピン共鳴 (ESR)・核磁気共鳴
(NMR)）により，それらの物質群の電子状態
を理解すると共に，その特異性を生かした分
子性デバイスを開拓することを最終目標と
している。 
	
  
２．研究の進捗状況 
	
 NMR 測定のための角度変化可能な常圧・
圧力下プローブ制作を行い，(TMTTF)2X 塩
の混晶系の磁気共鳴測定並びに圧力下 NMR
測定を行い一次元電子系の電子物性理解を
進める体制が整った。加えて，(TMTTF)2X
塩系の新規な塩も作成に成功し，一連の塩に
対して低温領域までを含む構造解析を行い，
構造情報を踏まえた上での電子状態理解が
可能となった。これにより，13C-NMR によ
り一次元電子系(TMTTF)2X の量子臨界点近
傍相のスピンダイナミックスを明らかにす
ることが出来た。また，超高圧下での磁気共
鳴研究，類縁体に対する系統的な構造的研究
により(TMTTF)2X の電子相図に関する統一

像を明らかにすることができ，現在論文を投
稿中である。また，α-(BEDT-TTF)2I3の試料
作成も行い，質量ゼロのディラック粒子系の
電子状態研究の準備も整った。その他，一次
元自己集積型 Cu 錯体の磁性と電子状態の多
核 NMRも行い，分子内の磁気的相互作用の
他，鎖間にも大きな相互作用があることを見
いだした。磁性体に関しても，自己集積化法
が分子集合体のデザインに有効であること
が分かった。 
また，強磁場,パルス ESR,光誘起時間分解と
いった種々の先端 ESR 測定法で，１）一次
元電子系(TMTTF)2X の異常スピン一重項状
態，２）新規な自己ドープ型有機導体の電子
状態，３）光伝導性有機デバイス材料の電荷
分布，４）磁性イオン性液体の磁場・温度挙
動，などの電子物性研究を行うことができた。
これらの成果は代表的な国際雑誌に掲載済
みとなっている。このように，最終年度をま
たずに当該課題の当初の課題がほぼ達成さ
れた。平成２３年度も，さらにこれらの種々
の電子相の起源解明を行い，物質群開拓の観
点からも研究を行う。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
(理由) 
一次元電子系の電子状態解明が進むと共に，
光誘起状態でのスピンダイナミックス理解
の方法論が進んだ。これらの結果は，主要雑
誌で多くの論文や国内外の招待講演などで
成果発表されている。 
 
４．今後の研究の推進方策	
 
平成２３年度は最終年度であるので，これま
での研究成果を，国内外での学術集会で発表

機関番号：６３９０３	
 

研究種目：基盤研究（Ｂ）	
 

研究期間：2008～2011	
 

課題番号：２０３４００９５	
 

研究課題名（和文）低次元系の特異な電子相を利用したデバイス創製ならびにスピンダイナミ

ックス研究	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

研究課題名（英文）Investigation	
 of	
 Spin	
 Dynamics	
 and	
 Development	
 of	
 Devices	
 for	
 

Low-Dimensional	
 Electronic	
 Phases	
 	
 

研究代表者	
 

	
 中村	
 敏和（NAKAMURA	
 TOSHIKAZU）	
 

	
 分子科学研究所・物質分子科学研究領域・准教授	
 

研究者番号：50245370	
 

 
 



され学術雑誌に投稿することはもちろん，ホ
ームページへの随時アップロード，啓蒙雑誌
への寄稿を行う。研究者向けのホームページ
を作成するだけではなく，一般市民や若い世
代向け専用のホームページを作成する。海外
向けには電子版のニュースフラッシュを二
次活用しインターネットおよび冊子体で研
究成果を配信する。日本が得意とする物性科
学研究手法を今危急の問題が多数有る生体
物質科学へ適用するのは分野を超えた連携
が必要となる。そのために新学術領域研究の
分野横断型研究会やトピカルミーティング
を通じ，縦横な研究者間の連携を図る。また，
アウトリーチや科学コミュニケーション活
動を通じ，市民や中高生の理解を深める。そ
のために，出前授業，サイエンスアゴラ，国
際科学祭等への出展，サイエンスカフェでの
講演など，科学チャレンジ事業への参加など
を行うことで広く社会・国民に発信する。プ
レスリリースなど研究成果ではイラストレ
ーションを多用した媒体を作成し，幅広い層
への啓蒙活動を行う。	
 
	
 
	
 
５.	
 代表的な研究成果	
 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）	
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